
しんしのつ
お茶の間の議会情報誌

議会通信
Shinshinotsu Village Assembly Information

バイキング給食は平成３年２月、学校給食センターで初めて実施された。バイキング給食は平成３年２月、学校給食センターで初めて実施された。
発案したのは当時の栄養士だった青野郁子さんだ。発案したのは当時の栄養士だった青野郁子さんだ。
青野さんは村で給食が始まってから２年目の昭和39年、それまでの無味の青野さんは村で給食が始まってから２年目の昭和39年、それまでの無味の
鯨缶の肉ではなく、どうしても村の子どもたちに本当の肉を食べさせたいと、鯨缶の肉ではなく、どうしても村の子どもたちに本当の肉を食べさせたいと、
岩見沢市の清水精肉店(当時)から購入した10キロもの豚バラ肉を手にさげて岩見沢市の清水精肉店(当時)から購入した10キロもの豚バラ肉を手にさげて
国鉄バスで通勤していた。国鉄バスで通勤していた。
教育での給食は、栄養への関心を高める狙いもあるが、バイキング給食は村教育での給食は、栄養への関心を高める狙いもあるが、バイキング給食は村
の子どもたちのことを大切に思う、青野さんがくれた心からの最高のギフトの子どもたちのことを大切に思う、青野さんがくれた心からの最高のギフト
なのだ。なのだ。
今年も来春卒業する新中３年生にそのギフトが贈られた。(10/27)今年も来春卒業する新中３年生にそのギフトが贈られた。(10/27)

2025年（令和７年）
11月１日発行

第141号
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総

務

費

■ 
山
元
委
員 

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
化
業
務

委
託
料
の
事
業
内
容
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
安

定
し
た
運
用
を
図
る
た
め
定
期

的
に
シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
、
機
器
の
更
新
に
合

わ
せ
て
、
国
の
指
針
に
よ
る
ク

ラ
ウ
ド
化
と
共
同
利
用
化
を
合

わ
せ
て
行
っ
た
。

■ 

山
元
委
員 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
80

歳
以
上
の
方
の
交
付
率
が
他
の

年
代
と
比
べ
て
低
い
。
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
や
運
転
免

許
証
を
返
納
し
た
方
に
と
っ
て

は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
な
る

た
め
、
一
層
の
普
及
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

週
２
回
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
促
進
員
を
窓
口
に
設
置

し
、
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト

や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
取
得
率
の
向
上
に
繋
が

る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

■ 
高
橋
委
員 

　

正
規
職
員
は
33
年
ぶ
り
の
高

水
準
の
給
与
引
き
上
げ
と
な
っ

た
が
、
非
正
規
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
は
、
ど
の
程
度
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

今
田
総
務
課
主
幹 

　

勤
勉
手
当
を
含
め
て
平
均
で

１
人
当
た
り
対
前
年
比
49
万
７

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

■ 

北
川
委
員 

　

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
デ

ジ
タ
ル
化
か
ら
11
年
経
過
し
、

こ
の
先
機
器
の
再
整
備
等
が
必

要
に
な
る
と
思
う
が
今
後
の
方

針
は
。

□ 

山
田
総
務
課
長 

　

現
在
、
防
災
無
線
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
併
用
し
防
災
情
報
等
を
発

信
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
通

信
ア
プ
リ
に
統
一
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
な
い
世
帯
向

け
の
伝
達
方
法
も
必
要
な
た
め
、

最
適
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

民

生

費

■ 

南
部
委
員 

　

保
育
士
等
就
労
奨
励
金
の
支

出
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
少
な

か
っ
た
要
因
は
。

□ 

吉
見
住
民
課
主
幹 

　

当
初
、
保
育
士
３
名
に
対
し

１
人
当
た
り
最
大
50
万
円
の
交

付
金
を
見
込
ん
で
予
算
化
し
た

が
、
採
用
後
に
途
中
退
職
者
が

い
た
こ
と
や
村
外
在
住
者
の
採

用
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
２
名
に
対
し
て
合
計

50
万
円
を
交
付
し
執
行
減
と

な
っ
た
。

■ 

北
川
委
員 

　

保
育
所
巡
回
支
援
業
務
委
託

料
の
目
的
と
事
業
内
容
は
。

□ 

吉
見
住
民
課
主
幹 

　

認
定
こ
ど
も
園
に
向
け
た
幼

児
教
育
の
推
進
と
保
育
サ
ー
ビ

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計
の

決
算
を

認
定

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計
の

決
算
を

認
定

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
６
年
度

大塚　裕樹 委員長

　令和６年度の新篠津村各会計歳入歳出決算が、
監査委員の決算審査意見書とともに提出され、決
算審査特別委員会（大塚裕樹委員長・高橋隆光副
委員長）を設置し、９月９日に審査を行い審査の
結果、認定となりました。
　主な質疑内容は次のとおりです。
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ス
の
充
実
、
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
保

育
の
支
援
専
門
員
が
各
保
育
所

を
巡
回
し
第
三
者
か
ら
見
て

日
々
の
業
務
を
改
善
す
る
た
め
、

保
育
所
運
営
や
保
育
士
に
対
し

て
助
言
や
指
導
を
行
う
事
業
で

あ
る
。衛

生

費

■ 

南
部
委
員 

　

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
建

替
え
に
係
る
費
用
で
あ
る
地
域

医
療
確
立
促
進
事
業
補
助
金
の

内
訳
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

医
療
法
人
す
こ
や
か
に
対

し
、
有
床
診
療
体
制
維
持
補
助

700
万
円
、
新
診
療
所
建
設
補
助

２
千
600
万
円
、
薬
局
移
転
補
助

１
千
万
円
、
新
診
療
所
運
営
補

助
244
万
円
、
旧
診
療
所
解
体
等

経
費
823
万
円
、
合
計
５
千
367
万

円
補
助
し
た
。

■ 

北
川
委
員 

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
の
台
数
と
、
以
前
、

施
設
へ
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
そ
の
後
の
状
況
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
屋
内
外
に
各
１
台
を

設
置
し
た
。
以
前
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
玄
関
前
な
ど
に
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
続
い

た
が
、
現
在
は
な
く
な
っ
た
。

農
林
水
産
業
費

■ 

山
元
委
員 

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
業
の

な
か
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
の

事
業
成
果
は
。

□ 

海
野
産
業
建
設
課
主
幹 

　

年
２
回
、
夏
と
冬
に
交
流
会

を
実
施
し
て
お
り
、
昨
年
そ
の

イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
成
婚

と
な
っ
た
組
が
あ
っ
た
。
今
後

も
成
果
に
繋
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
継
続
し
た
い
。

商

工

費

■ 

山
元
委
員 

　

工
事
請
負
費
で
村
施
設
等
振

興
事
業
３
千
500
万
円
、
天
文
台

整
備
運
営
事
業
440
万
円
を
支
出

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
概
要
と
そ
の
効
果
は
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

村
施
設
等
振
興
事
業
は
、た
っ

ぷ
の
湯
の
不
調
だ
っ
た
空
調
設

備
の
整
備
、
天
文
台
整
備
運
営

事
業
は
、
天
文
台
周
辺
の
芝
張

り
工
事
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
利
用
者
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て

お
り
、
満
足
度
を
高
め
る
効
果

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

■ 

植
島
委
員 

　

ラ
ン
タ
ン
祭
り
と
犬
ぞ
り

レ
ー
ス
が
以
前
、
同
時
開
催
さ

れ
大
変
好
評
だ
っ
た
が
、
昨
年

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

一
昨
年
に
日
本
犬
ぞ
り
連
盟

の
協
力
の
も
と
開
催
で
き
た
。

　

連
盟
側
も
全
道
各
地
で
大
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、

昨
年
は
日
程
が
合
わ
ず
開
催
に

至
ら
な
か
っ
た
。

■ 

植
島
委
員 

　

ラ
ン
タ
ン
祭
り
が
昨
年
を
上

回
る
約
４
千
人
の
来
場
者
が

あ
っ
た
と
の
報
告
だ
が
、
事
業

終
了
後
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は

さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

関
係
人
口
の
増
加
を
目
指
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
成

果
を
感
じ
て
い
る
。

　

来
場
者
や
関
係
者
か
ら
の
意

見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後

も
村
に
人
を
引
き
寄
せ
る
魅
力

あ
る
事
業
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

キ
ャ
ン
プ
場
、
た
っ
ぷ
の
湯
、

天
文
台
の
そ
れ
ぞ
れ
月
別
の
利

用
者
の
推
移
を
み
る
と
、
キ
ャ

ン
プ
場
に
来
た
方
は
、
た
っ
ぷ

の
湯
を
利
用
し
、
そ
の
夜
に
は

天
文
台
で
星
座
観
測
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
相
乗
効
果
が
あ
る

の
で
は
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
巡
る
家

族
連
れ
も
多
く
、
相
乗
効
果
で

利
用
者
が
増
え
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　

今
後
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

利
用
者
の
増
加
に
繋
が
る
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

教

育

費

■ 

山
元
委
員 

　

体
育
施
設
に
お
い
て
、
利
用

者
の
需
要
も
加
味
し
な
が
ら
、

利
用
者
数
を
高
め
る
た
め
の
施

策
が
必
要
で
は
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

人
口
減
少
と
と
も
に
各
ス

4,000人の来場者を集めた第５回天灯（ランタン）祭り
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ポ
ー
ツ
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
ど
う
体
育
施
設
の
利

用
者
を
増
や
し
て
村
民
の
健
康

づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
か
検
討

し
た
い
。

■ 

植
島
委
員 

　
全
国
的
に
子
ど
も
へ
の
盗
撮

問
題
や
プ
ー
ル
で
溺
れ
る
事
故

な
ど
が
起
き
て
い
る
。

　
村
営
プ
ー
ル
で
そ
の
よ
う
な

事
件
や
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
対
策
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　
現
在
、
施
設
の
管
理
業
者
等

と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
今
後

も
利
用
者
が
安
心
し
て
使
え
る

よ
う
対
策
を
講
じ
管
理
体
制
を

よ
り
強
化
し
て
い
き
た
い
。

■ 

南
部
委
員 

　
陶
芸
家 

尾
形
香
三
夫
氏
の

追
悼
展
が
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
が
、
あ
と
か
ら
追
加

計
上
さ
れ
た
予
算
の
使
途
は
何

か
。

□ 

窪
田
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　
尾
形
氏
の
御
子
息
が
、
同
じ

本
村
出
身
の
同
級
生
ら
と
と
も

に
東
京
で
音
楽
活
動
を
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
度
の
追
悼
展
に
合

わ
せ
て
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
同

会
場
で
開
催
し
た
。

　
そ
れ
に
係
る
音
響
機
器
の
レ

ン
タ
ル
料
な
ど
の
諸
経
費
を
追

加
計
上
し
た
。

さ
ら
に一

般

会

計

歳

入

全

般

■ 

高
橋
委
員 

　

村
内
の
方
が
行
っ
た
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
村
民
税
の
税
額

控
除
額
と
件
数
は
。

□ 

伊
藤
総
務
課
主
幹 

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
控
除
を
受
け
た
人
数
は
64

名
、
村
民
税
の
控
除
額
合
計
は

149
万
７
千
円
で
あ
る
。

■ 

北
川
委
員 

　

現
在
、
天
文
台
は
貸
切
り
で

利
用
し
た
場
合
な
ど
を
除
き
無

料
で
利
用
で
き
る
。

　

利
用
者
が
増
え
て
お
り
、
施

設
の
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
今

後
、
有
料
化
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

□ 

中
井
企
画
政
策
課
長 

　

利
用
料
は
、
他
市
町
村
の
類

似
施
設
を
参
考
に
設
定
し
た
が
、

一
般
利
用
者
か
ら
も
徴
収
し
た

方
が
い
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ど
の
程
度
が
妥
当
か
見
直
し
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に後

期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

■ 

高
橋
委
員 

　

普
通
徴
収
の
保
険
料
で
滞
納

が
あ
る
。
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
は
概
ね
年
金
生
活
者
で
、

こ
の
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り

ま
す
ま
す
徴
収
が
困
難
に
な
る

と
思
う
が
今
後
の
対
応
は
。

□ 

鈴
木
住
民
課
長 

　

保
険
料
は
、
公
平
に
納
め
て

も
ら
う
こ
と
が
原
則
だ
が
、
経

済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は

減
免
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

　

個
別
の
困
難
案
件
は
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

も
協
議
し
対
応
を
検
討
し
た
い
。

村税
322,539千円
 7.4%

諸収入
134,465千円
 3.1%

国道支出金
775,054千円
 17.9%

村債
252,416千円
5.8%

地方譲与税
56,095千円
 1.3%

繰入金
303,877千円
 7.0%
繰越金

110,394千円
 2.6%

財産収入
22,743千円
 0.5%

使用料等
335,062千円
 7.7%

地方交付税
1,909,681千円
 44.0%

地方消費税
交付金
80,636千円
 1.9%

その他交付金
33,330千円
 0.8%

歳出総額 4,254,382千円

一般会計決算の内容
歳入総額 4,336,292千円

議会費
32,208千円
 0.7%

総務費
1,705,821千円
 40.1%

土木費
426,750千円
 10.0%

公債費
454,064千円
 10.7%

教育費
279,067千円
 6.5%

民生費
603,649千円
 14.2%

衛生費
185,615千円
 4.4%

商工費
121,746千円
 2.9%

農林水産業費
434,230千円
 10.2%

諸支出金
11,232千円
 0.3%
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議会通信しんしのつ　No.1415

専
決
処
分

【
令
和
７
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
４
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
定
額
減
税
等
不
足
額
給
付
費

９
３
４
万
円

・�

自
治
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改

修
工
事�

１
７
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

１
３
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

38
億
７
１
２
０
万
円

補
正
予
算

【
令
和
７
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
５
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
職
員
手
当
等

１
０
４
万
円

・
職
員
退
職
手
当
組
合
負
担
金

９
７
８
万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

１
０
０
０
万
円

・�

光
通
信
設
備
民
間
移
行
費
用

負
担
金

３
５
０
万
円

・�

障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修

手
数
料�

１
０
８
万
円

・�

村
道
・
公
共
施
設
除
排
雪
業

務
委
託
料
等

１
９
６
３
万
円

・
還
付
・
返
納
金

５
３
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉４

０
１
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
１
１
３
０
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

４
０
０
０
万
円

・
還
付
金
等�

90
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉４

０
２
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
億
８
７
２
９
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
還
付
金
等

１
４
９
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉１

４
９
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
３
４
９
０
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
職
員
人
件
費�

22
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

22
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

９
９
０
６
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
廃
棄
物
の
減
量
及

び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料

の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴

い
各
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。人　

　

事

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員
の
木
野
村

貴
志
氏
（
中
篠
津
）
を
引
き
続

き
任
命
す
る
こ
と
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
令
和
11
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
で
木
野
村
氏
は

３
期
目
と
な
り
ま
す
。

令
和
７
年
第
３
回
村
議

会
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か

ら
９
日
間
の
会
期
を
も
っ

て
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
補
正
予
算
な
ど

13
件
を
審
議
し
た
結
果
、
全

て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
付
託
さ
れ
た

案
件
を
審
議
す
る
た
め
、
行

政
常
任
員
会
及
び
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

最
終
日
に
は
各
委
員
会

か
ら
の
報
告
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
す
る
と
と
も
に

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
書
１
件
に
つ
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ

か
、
３
人
の
議
員
か
ら
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回

定
例
会

令
和
７
年

木野村　貴志　氏

令和８年４月から改定されるごみ処理料

区　分 改定前料金 改定後料金

ご
み
袋

家庭系10Ｌ10枚入り ２００円 ３００円

家庭系20Ｌ10枚入り ４００円 ６００円

家庭系30Ｌ10枚入り ６００円 ９００円

家庭系40Ｌ10枚入り ８００円 １,２００円

事業系40Ｌ10枚入り １,２００円 １,６００円

ご
み
処
理
券

最大辺50㎝以内 ８０円 １００円

最大辺１ｍ以内 １６０円 ２００円
最大辺１ｍ以上２ｍ以内 ２４０円 ３００円
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一
般
議
案

◎
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　

加
入
団
体
の
解
散
に
伴
う
脱

退
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、各
組

合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

意

見

書

◎
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

行
政
常
任
委
員
会
の
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
政

府
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
、
北

海
道
選
出
国
会
議
員
に
は
陳
情

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

請
願
・
陳
情

　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
書
及
び
陳
情
書
が
３
件
あ
り
、

行
政
常
任
委
員
会
に
付
託
の
上

審
議
し
た
結
果
、
請
願
書
１
件

が
採
択
、
陳
情
書
は
１
件
が
採

択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
請
願
書

及
び
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
政
府
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

件　名 提　出　者 結　果

持続可能な水田農業の確立に関する
請願書

新篠津村農業協同組合
　代表理事組合長　長屋　光一 採　択

国立病院の機能強化を求める陳情書 全医労北海道医療センター支部
　支部長　渡邊　りさ 採　択

義務教育費国庫負担制度堅持・負担
率２分の１への復元など教育予算拡
充とゆたかな学びを求める陳情書

北海道教職員組合石狩支部新篠津支会
　会長　岩田　　誠 趣旨採択

傍聴後、あいさつをする千葉生基さん（左）

　
新
篠
津
中
学
校
２
、３
年
生

31
人
が
９
月
12
日
、
第
３
回

村
議
会
定
例
会
最
終
日
を
傍
聴

し
、
村
民
の
生
活
に
関
わ
る
予

算
審
議
や
一
般
質
問
を
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新
中
生
議
会
傍
聴

議
会
の
動
き

中
央
要
請
活
動

中
央
要
請
活
動

石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修
会

石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

９
月
30
日
、
10
月
１
日
の
両

日
、
村
内
関
係
８
団
体
（
村
・

農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・

福
祉
会
・
土
地
改
良
区
）
と
合

同
で
林
議
員
、
竹
村
議
員
が
上

京
し
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交

通
省
、
道
内
選
出
国
会
議
員
に

対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
要
請

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
石
狩
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
10
月
１
日
、
当

別
町
で
開
催
さ
れ
、
本
村
と
当

別
町
の
議
員
及
び
議
会
事
務
局

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
北
海
道
科
学

大
学
地
域
共
育
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長
の
木
本
晃
氏
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

渡邊農林水産事務次官に意見書を提出

当別町田西会館で開催された研修会
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○
高
橋
議
員　
質
問

昭
和
53
年
、
加
賀
谷
元
村
長

が
財
政
破
綻
寸
前
の
新
篠
津
村

を
財
政
再
建
団
体
回
避
の
た
め

の
施
策
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
組
織
を
構
築
し
た
。

「
村
民
が
出
来
る
こ
と
は
村

民
の
手
で
」
と
、
そ
れ
か
ら
40

年
以
上
、
村
民
は
各
団
体
の
会

費
や
街
灯
の
電
気
代
、
寄
付
金

な
ど
、
税
金
と
は
別
に
負
担
し

行
政
と
村
民
が
一
体
と
な
っ
て

村
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
高
齢
化
や
若
者
な

ど
の
人
口
減
少
等
の
な
か
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
半
数
以

上
を
占
め
る
限
界
集
落
と
な
る

自
治
会
組
織
の
予
備
軍
が
本
村

で
も
多
く
存
在
し
、
共
同
体
と

し
て
の
活
動
維
持
が
困
難
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
る
家

計
へ
の
不
安
か
ら
高
額
な
自
治

会
費
の
負
担
等
を
嫌
い
、
自
治

会
未
加
入
世
帯
も
存
在
し
て
い

る
。こ

の
40
年
以
上
、
村
を
支
え

て
き
た
村
民
に
対
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
見
直
し
か
ら

「
暮
ら
し
の
糧
を
支
え
る
策
」

を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

人
口
が
減
り
、
世
帯
が
減
っ

て
い
く
状
況
に
お
い
て
は
、
自

治
区
自
治
会
と
し
て
の
活
動
の

あ
り
方
を
見
直
し
改
善
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
よ
っ
て
行
政
が
行

う
支
援
の
仕
方
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
村
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
柱
で
あ

る
自
治
区
か
ら
会
費
や
未
加
入

世
帯
な
ど
地
域
の
実
情
を
聞
き
、

行
政
に
対
し
て
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
、
あ
ら
た
め
て
把
握

し
対
応
し
た
い
。

　令和７年第３回村議会定例会が９月４日から12日の９日間の日程で開催され、議会最終日に３人の
議員が一般質問し、石塚村長と吉本教育長に答弁を求めました。

（紙面の都合により、要約し掲載しています。）

村民村民のの声声をを生生かすかす争点争点をを提起提起
～聞いてみたい村の考え～～聞いてみたい村の考え～

一般
質問

１　高橋　隆光　議員
① 村民の生活の糧を支える施策について
② 子どもの権利を認める子ども権利条約について

２　大塚　裕樹　議員
① ふるさと住民登録制度について
② 子どもたちへのスマートフォンの影響について

３　南部　隆志　議員
① たっぷの湯改修工事期間の人員確保について

地域の衰退を回避する

　　　 組織の見直し必要では

自治区・自治会の在り方

　　　 地域実情を把握し対応

Q.

A.

子ども権利を認める条約

　　 まずは学校内の理解から

子どもの意見が尊重され

　　 安心できる環境をつくる

Q.

A.

一般質問
高
たか

橋
はし

隆
たか

光
みつ

 議員

動画はこちら
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○
高
橋
議
員　
質
問

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
日
本

が
批
准
し
て
か
ら
す
で
に
30
年

が
経
過
し
て
い
る
。
子
ど
も
権

利
条
約
が
推
進
さ
れ
て
い
け
ば
、

命
の
尊
さ
が
育
ま
れ
、
い
じ
め

や
差
別
が
な
く
な
る
と
思
う
が
、

決
し
て
学
校
だ
け
で
推
進
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
現
実
、
学
校
で
は
子
ど

も
権
利
条
約
の
認
知
度
は
低
い

と
感
じ
る
。
そ
れ
は
先
生
方
に

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

教
わ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
内
容
を
知
ら
な
い
場

合
が
あ
り
、
子
ど
も
の
権
利
を

認
め
る
と
わ
が
ま
ま
に
育
つ
、

学
級
が
崩
壊
す
る
な
ど
の
間

違
っ
た
考
え
が
根
強
い
と
聞
く
。

学
校
や
家
庭
、
地
域
が
子
ど

も
た
ち
の
安
心
で
き
る
居
場
所

に
な
る
よ
う
大
人
の
連
携
が
広

が
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
ま
ず

は
学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
声

に
な
ら
な
い
声
を
聞
き
取
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
が
表
明
さ

れ
た
な
ら
真
摯
に
受
け
止
め
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
子
ど
も

時
代
を
豊
か
に
過
ご
す
機
会
が

奪
わ
れ
な
い
よ
う
な
施
策
を
実

現
し
て
欲
し
い
と
思
う
が
。

○
吉
本
教
育
長　
答
弁

学
校
現
場
に
お
い
て
子
ど
も

の
権
利
の
認
知
度
が
低
い
と
い

う
課
題
は
、
真
摯
に
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
す
る

と
わ
が
ま
ま
に
な
る
な
ど
の
誤

認
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ

は
権
利
条
約
の
真
意
と
は
異
な

る
こ
と
に
な
る
。

意
見
と
わ
が
ま
ま
の
違
い
を

理
解
し
た
上
で
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
の
意
思
を
表
明
す
る
場
面

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

大
人
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

今
後
は
、
教
職
員
の
資
質
向

上
に
関
わ
る
研
修
の
強
化
、
子

ど
も
た
ち
が
意
見
表
明
す
る
機

会
の
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
、

学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の
連
携

強
化
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
の

権
利
を
保
障
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

成
長
過
程
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
声
に
な
ら
な
い
声
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
な
安
心
で
き
る
居

場
所
を
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

全
体
で
つ
く
る
こ
と
が
最
も
重

要
だ
と
考
え
る
。

○
大
塚
議
員　
質
問

政
府
が
看
板
政
策
と
し
て
掲

げ
る
「
地
方
創
生
２.０
」
の
基
本

構
想
の
な
か
で
新
た
な
制
度
と

し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
関
係
人

口
に
着
目
し
た
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」で
あ
る
。

政
府
は
、
10
年
で
１
千
万
人
、

将
来
的
に
は
１
億
人
規
模
の
登

録
を
目
指
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
、
財
政
危
機
、

地
域
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
か
「
住
ん
で
い
な
い
住

民
」
を
制
度
的
に
迎
え
入
れ
る

こ
の
制
度
が
も
た
ら
す
社
会
的

イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。

今
後
、
私
た
ち
の
よ
う
な
小

さ
な
自
治
体
は
都
会
の
住
民
と

の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
観
光
資

源
の
活
用
、
産
直
市
場
の
活
性

化
な
ど
に
繋
げ
て
行
く
こ
と
が

非
常
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
の
で
、
進
め
て
み
て
は
ど

う
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
担
い

手
を
居
住
だ
け
で
な
く
関
係
人

口
と
し
て
も
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

本
村
と
し
て
も
関
係
人
口
の
増

加
が
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

や
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
新
篠
津
村
を
応

援
し
支
援
し
て
く
れ
て
い
る

方
々
を
含
め
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
」
に
よ
る
登
録
を
し
て
頂

け
る
よ
う
今
後
、
政
府
が
示
す

情
報
を
踏
ま
え
つ
つ
本
村
と
し

て
の
方
策
や
取
り
組
み
方
、
具

体
的
な
特
典
案
な
ど
も
検
討
し

た
い
。

一般質問
大
おお

塚
つか

裕
ひろ

樹
き

 議員

動画はこちら

ふるさと住民登録制度

　　　 地域活性化の推進力に

関係人口増加に繋がる制度

　　 特典案などの検討進める

Q.

A.

スマートフォンの使い方

　　　　 家庭や学校での指導は

未来を開くデジタルツール

　　 特性を理解した学習活動へ

Q.

A.
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○
大
塚
議
員　
質
問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
長
時
間

使
用
す
る
こ
と
で
視
力
の
低
下

や
睡
眠
障
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
過
剰
な
利
用
は
、
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
有
害
な
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
漏
洩

の
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
使
用
時
間

を
制
限
し
た
り
、
適
切
な
ア
プ

リ
や
サ
イ
ト
の
利
用
を
家
庭
と

学
校
で
し
っ
か
り
指
導
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

○
吉
本
教
育
長　
答
弁

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間

の
利
用
が
視
力
や
睡
眠
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

授
業
等
を
通
し
て
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
重
要
性
を
子
ど
も
た

ち
に
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、

家
庭
と
連
携
し
、
親
子
で
ル
ー

ル
作
り
を
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
啓
発
し
て
い
く
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
や
有
害
な
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
」
を
育
む
こ
と
が
最
も
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
小
・
中

学
校
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
指

導
し
て
い
く
。

子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
場
合
、
何
を
目
的

に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
使
う

の
か
自
己
管
理
が
で
き
る
子
ど

も
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
指
導
能

力
を
育
み
、
自
立
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
教
育
に
は
求
め
ら

れ
る
の
だ
と
考
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
危
険
な

も
の
と
し
て
一
方
的
に
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
を
含
め

て
目
的
を
も
っ
て
正
し
く
活
用

し
、
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な
そ
う

と
す
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
欠

か
せ
な
い
。

そ
の
た
め
、
学
校
教
育
に
お

い
て
は
情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
倫

理
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
特
性
を
理
解
し
、
創
造
的

な
学
習
活
動
に
活
か
す
取
り
組

み
を
支
援
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

た
っ
ぷ
の
湯
の
改
修
工
事
に

係
る
期
間
は
、
来
年
９
月
か
ら

翌
年
５
月
ま
で
の
９
カ
月
間
の

予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
た
っ
ぷ
の
湯
で
働
く

従
業
員
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

め
35
名
と
報
告
を
受
け
て
い
る

が
、
休
業
期
間
中
の
雇
用
に
つ

い
て
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
在
就
労
さ
れ
て
い
る

方
々
が
改
修
工
事
の
あ
と
も
引

き
続
き
働
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
従
業
員
確
保
の
手
立
て
が
課

題
に
な
る
と
思
う
。

民
間
会
社
に
運
営
を
委
託
し

て
い
る
と
は
い
え
、
わ
が
村
に

と
っ
て
最
大
の
観
光
施
設
で
あ

り
村
と
し
て
も
何
ら
か
の
手
立

て
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

温
泉
施
設
の
改
修
工
事
に
伴

い
新
篠
津
開
発
㈱
で
は
、
そ
こ

で
働
い
て
い
る
従
業
員
の
処
遇

に
つ
い
て
、
休
業
期
間
中
も
一

定
の
給
与
支
給
を
考
え
て
お
ら

れ
、
村
に
対
し
て
も
何
ら
か
の

補
償
の
支
援
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
８
年
度
か
ら
新
篠
津
開

発
㈱
で
引
き
続
き
管
理
運
営
さ

れ
る
施
設
に
は
、
改
修
を
予
定

し
て
い
る
た
っ
ぷ
の
湯
の
他
、

ニ
ュ
ー
し
の
つ
ゴ
ル
フ
場
や
し

の
つ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
、
し
の

つ
湖
に
お
け
る
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

な
ど
が
あ
る
。

温
泉
施
設
で
働
く
従
業
員
な

ど
は
改
修
に
よ
る
休
業
期
間
中
、

そ
れ
ら
の
管
理
施
設
で
の
業
務

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
た
っ

ぷ
の
湯
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

営
業
を
再
開
し
た
後
の
運
営
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
雇

用
要
件
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

か
ら
の
考
え
を
聞
き
、
村
が
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

一般質問
南
なん

部
ぶ

隆
たか

志
し

 議員

動画はこちら

たっぷの湯改修工事後の

　　　 従業員確保の手立ては

営業再開後の運営まで

　　　 村も何が出来るか検討

Q.

A.

大規模改修が予定されている「しんしのつ温泉
たっぷの湯」
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ

し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
７
年
11
月
１
日
発
行
）

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

編
集
後
記

新
篠
津
神
社
祭
典
の
ス
テ
ー
ジ

で
、息
子
が
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
歌
っ

て
い
た
。
聞
く
人
は
少
な
か
っ
た

が
、
１
曲
歌
っ
た
あ
と
息
子
は
話

し
始
め
た
。

そ
れ
は
、
い
く
や
の
ひ
ろ
ち
ゃ

ん
。
フ
ー
ド
マ
ー
ト
あ
べ
の
眞
由

美
さ
ん
。
電
気
屋
の
愼
ち
ゃ
ん
。

豆
腐
屋
の
か
っ
ち
ゃ
ん
。
祖
母
の

榮
子
ば
ー
ち
ゃ
ん
。
小
学
校
公
務

補
の
上
村
さ
ん
の
こ
と
だ
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
大
人
に
な
っ

た
自
分
の
な
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
話
し
、
そ
こ
に
行
け
ば
必

ず
み
ん
な
が
そ
こ
に
い
て
、
そ
れ

が
一
生
続
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
と
話
し
、
今
は
そ
こ
に
行
っ
て

も
会
え
な
い
悲
し
み
を
話
し
た
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
髪

を
切
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
松
本
床

屋
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
、
上
村
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
ひ
と
り

部
屋
で
唄
っ
た
と
い
う
歌
を
最
後

に
唄
っ
て
い
た
。

私
に
と
っ
て
息
子
の
話
し
は
照

れ
も
あ
る
が
、
新
篠
津
村
の
こ
と

を
愛
す
る
大
人
に
成
長
し
た
の
だ

な
と
息
子
の
話
し
に
グ
ッ
と
き
て
、

誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
涙
を

ぬ
ぐ
っ
た
。

祭
典
を
進
行
し
て
い
た
原
田
先

生
が「
北
２
号
通
り
の
歴
史
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

を
感
じ
た
。」
と
涙
声
で
寸
評
し
た

の
は
、き
っ
と
思
い
出
が
重
な
っ
た

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。�

（
高
橋　
記
）

　本会議はどなたでも傍聴することができます。
議会では皆さんの生活に直結した重要な問題が
審議されます。村政を身近に知るためにも、ぜ
ひ議会を傍聴してください。
　手続きは、役場２階議場の傍聴席入口で、傍
聴人受付簿に住所・氏名を記入するだけで入場
ができます。
　なお、傍聴席には限りがありますので、団体
の場合はあらかじめ議会事務局（57−2111内線
511）までご連絡ください。

１ 拍手などにより公然と可否を表明しないこと
２ 談論、放歌、高笑いなどで騒ぎ立てないこと
３ 飲食、喫煙をしないこと
４ 写真、ビデオ撮影や録音をしないこと
５ その他議場の秩序を乱す行為をしないこと

傍聴に関しては、次の事項をお守りください。

令和7年 第4回定例会のお知らせ

　12月９日（火）

　　～12月17日（水）予定

どなたでも傍聴
できます。
皆さんのご来庁
をお待ちしてお
ります。

　議会通信しんしのつは、新篠津
村議会ホームページからでもご覧
いただけます。

　本会議などの中継（録画）をイン
ターネットで配信しています。

議会通信しんしのつ

議会インターネット中継

【
８
月
】

19
日	
議
会
広
報
研
修
会

26
日	
道
外
行
政
視
察
研
修

29
日	
議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

決
算
勉
強
会

【
９
月
】

１
日	

村
の
日
記
念
村
民
の
集
い

４
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会

（
初
日
）

	

行
政
常
任
委
員
会

９
日	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
３
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

30
日	

中
央
要
請
活
動

【
10
月
】

１
日	

石
狩
町
村
議
会
議
長
会
議

員
研
修
会

23
日	

青
森
県
五
戸
町
議
会
視
察

27
日	

所
管
事
務
調
査

	
議
員
協
議
会

	
議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌


